北欧ゴールデンル－ト4ケ国10日間の旅

6/28日から10日間ベストシ－ズンの憧れの北欧（憧れの国多すぎ・・・）に行ってきました。

1日目

（電車に乗れば空港まで30分ほど海外旅行にだけは立地条件が良い我が家）6/28お昼頃成田を出発デンマ－クのコペンハ－ゲン経由でフインランドのヘルシンキに到着したのは23時頃　時差7時間（サマ－タイム）時計を現地時間に戻します。
長時間のフライトは少々疲れますが夫婦揃ってどんなところでも即眠れる特技を持っております。

2日目
フインランド　ム－ミン（可愛くて大好き）やサンタクロ－スのテ－マパ－クが有るのですが今回は行けませんでした。

ヘルシンキの市内観光

1952年に開催されたオリンピックスタジアムへ　名前だけは知っている

ザトペックや古橋（水泳出場しかし入賞ならず）

次に天然の小さな岩山をくり貫いて　その中に作られたユニ－クな教会テンペリアウオ教会　別名岩の教会で若い女性が弾くピアノの生演奏を聴きました・

曲名は分かりませんでしたが、音響はとても良かったと思います。

次にステンパイプの彫刻が美しいシベリウス公園へ　この国の有名な作曲家シベリウスが作曲したフィンランディアは第2の国家とも言われている程です。

この後フィンランド最古の町トゥルク（かってのフィンランドの首都）
トゥルク大聖堂とフィンランド最大の古城トゥルク城（現在は歴史博物館として公開）を見学　その後今回の目玉の1つでもあるバルト海クル－ズ（1泊）へ　海の上を進む豪華ホテルのような　豪華客船「シリアライン・ヨーロッパ号」（タイタニックより一回り大きい6万トン）でスエ－デンのストックホルムまでの10時間の船旅です。

バカンスシ－ズンというのにどこもそんなに混んでいると思わなかったのに、

この乗り場だけは大混雑　何しろ3,000人が乗船するので迷子にならないようにと必死で添乗員さんについて行きました。

海側船室で素晴らしい　まさに森と湖の国を実感の風景を眺め、美味しい料理（バイキング方式ですが豪華）をいただき楽しみながら夜を過ごしました。

3日目

10時間の船の移動でスエ－デンのストックホルムへ到着　この国の自由、自治主義のシンボルとも言うべき存在の市庁舎へ　ここではノ－ベル賞の授与式やパ－ティが行われる室も見学、小柴さんや田中さんのお話も出ていました。

王宮にてパレ－ド見学　

現在は国王一家がお住まいの北欧のヴェルサイユ宮殿と言われる　世界遺産のドロットニングホルム宮殿も中まで入って見学しました。（勿論住居部分には行けませんが・・・）
日本の皇居が世界遺産になる日があるかな～とふと思いました。

4日目

空路ノルウエ－のオスロへ

到着後まず向かったのは緑の公園が広がっている　現ノルウエ－国王が暮らす

王宮へ。

次に向かったのがグスタフ・ヴィ－ゲランが晩年を捧げて全体をデザインした

212もの彫刻が公園全体に配置されているフログネル公園へ　121人が絡み合った高さ17ｍの尖塔などを見ました。人間の一生がテ－マらしいです。難しい・・

その後国立美術館へ　ムンクの部屋というのがありましたが有名な　叫びは1枚のみ　ムンクといえば叫びのような絵しか思い浮かばないのですが全く感じの違う絵も描いているのですね。
他にムンク美術館がありムンクの絵はそちらに多く有るらしいです。（今回はそちらは見学無し）国立の方ももう少しゆっくり見たかったのに時間制限で残念
これはツァ－では仕方ないかな～

5日目

早めの出発、9時間30分かけてゲイランゲルへ　今日は移動のみですが途中

木造の教会（ロム・スタ－ブ教会）を見たり（ちなみに木造の教会は1,200あったのが現在は28ケ所のみとの事こちらの教会は現在も使われているただ1つと説明があったような・・・

そのあと13のヘヤ－ピンカ－ブを登ってい行き　ダレスニッパ－展望台へ　その日は幸いお天気に恵まれ登る事出来ましたが、少しでも天気が悪いと上り口が閉鎖になるそです。しかも上り口まで行ってみないとその事がわからないなんて・・・

行けたもののガ－ドレ－ルなし、ドライバ－さんの腕ひとつちょっとこわかった。

明日行く事になっているゲイランゲル・フィヨルドもはっきり見ることが出来ました。本当かどうか？添乗員さん、ドライバ－さんもこんなにはっきり見えることは珍しいと。

でも頂上はとても寒く念の為に持っていった手袋が役に立ちました。

6日目

ゲイランゲル・フィルドクル－ズへ出発、断崖、絶壁、また7人姉妹の滝や

求婚者の滝など見学しながら全長約20ｋｍ程を1時間掛けてヘルシルトまでクル－ズ。　お天気が悪かったらせっかくの景色も半減かな～　でもσ(^_^;)達はついていた。

ヘルシルト到着後車窓からではありましたが、ホ－ニングダ－ル湖など数々の

湖、ノ－ルフィヨルドなど眺めました。

その後ブリクスダ－ル氷河へ（氷河期への旅を体験）生憎の雨でしたが寒くは有りませんでした。

途中からジ－プに乗りその後は歩いて末端部分まで行きました。

途中すごい迫力のブリクスダ－ル滝も見学、その後明日行くソグネ・フィヨルド地域へ4時間掛けて移動しました。

7日目

今回2つ目の世界一の規模を誇るソグネ・フィヨルドクル－ズへ

全長204ｋｍや約2時間の船旅です。途中ナーロイ・フィヨルドと呼ばれる

ノルウェ－で1・2を競う美しいフィヨルドの支流部分を見ました。

本当に美しい伝えきれないのが残念。

午後はもう一つの楽しみ　フロム山岳鉄道の旅へ出発、

20ｋｍを約50分程掛けて途中20ケ所のトンネルを通ります。
途中しぶきがかかる程の近さショ－スの滝で5分間停車のサ－ビス、この鉄道だけにしか鑑賞できない角度なので　列車の殆どの方が降りたようで狭いホームは溢れんばかりの大混雑、その中で必死でパチリ貴重な映像です、
乗り遅れるとタイヘン、タイヘン焦りましたね。

終点のミュ－ルダ－ル（標高867ｍ）にて赤いボディのベルゲン鉄道に乗り換えて45分でヴォスへ　
ミュ－ルダ－ルから出発する鉄道はその急勾配はジェットコ－スタ－なみの傾斜と聞きしましたが、乗っている分ではそんなに分かりませんでした。

ここからバスにて明日見学する世界遺産ベルゲンへ2時間かけて移動

本当に長時間の移動が多い
8日目
午前中中世の面影を残す　世界遺産のベルゲン（ブリッゲン地区散策）へ

1979年にユネスコの文化遺産に登録された、三角屋根の建物を見て　フリ－タイムにケ－ブルカ－でフロイエン山に登る。

お天気も良く山頂からベルゲンの町が一望　一見の価値あり。

ベルゲンではもう少し時間がほしかったな～。

ベルゲンを後にして　今日は飛行機移動デンマ－クのコペンハ－ゲンに到着
ひどい風雨、それでも車中から市内観光、雨の中デンマ－クといえばやっぱり人魚姫の像を見ないことには・・・

アンデルセンの童話「人魚姫」をイメ－ジしているが製作者がモデルにした、バレエリ－ナ－の彼女の足がとても美しかったとかで足首までのウロコがない・

物好きにも雨の中下車して写真だけはパチリ。以外に小さくて何という事はない≧(´▽｀)≦アハハハ

9日目

今日もまた雨だった。めったに雨が降る事が無いらしいのに何ということか？そんな中シェックスピア　ハムレットの舞台になったといわれているクロンボ－城へ

もう一つお城を。フレデリックス城へヨ－ロッパの庭園はどこも美しいのですがこちらの庭園も素晴らしかった。

雨だったのが本当に残念でした。

でも北欧の旅の楽しみであった豪華客船の旅　フィヨルドクル―ズ　山岳鉄道の旅などは本当に良い天気に恵まれたのはラッキ－だったと思っております。

北欧はベストシ－ズンの夏ではあるのですが、この時期でも温度がとても変わりやすく、私たちが行った時は　持って行った夏服より春先か秋の初め位に着る服が役に立ちました。
楽しかった旅行もいよいよ終わりついに現地16時前　帰国の途に

約10日間長かったようなあっという間だったような・・・

無事におわり。。。今度はどこにしようなんてね。

添乗員さん冬の北欧もお薦めとか。オーロラも見たいけど寒そう～。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＮＤ

